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ニ
ッ
ポ
ン
は
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
度
に
開
始

し
た
官
民
協
働
の
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
日
本
型
教
育
の
海
外
展
開

推
進
に
取
り
組
む
事
業
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
が
中
心
と
な
っ
て

経
済
産
業
省
、
外
務
省
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）、
日
本
貿

易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
を
は
じ
め
、
地
方
公
共
団
体
、
教

育
機
関
、
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
会
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
つ
く
り
だ
し
、
日
本
の
教
育
を
海
外
に
展
開
す
る
機
運
を
醸

成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
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ニ
ッ
ポ
ン
で
は
「
日
本
の
教
育
の
国
際
化
な
ど
質
的

向
上
」「
相
互
理
解
の
促
進
と
国
際
社
会
へ
の
貢
献
」「
日
本
の
経
済

成
長
へ
の
還
元
」
に
寄
与
す
る
海
外
展
開
モ
デ
ル
の
形
成
を
目
的
に
、

毎
年
公
募
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
度
か

ら
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
ま
で
に
、
53
の
国
・
地
域
で
１
２
３

件
を
実
施
し
た
。
こ
の
う
ち
32
件
は
大
学
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
対
象
地
域
は
東
南
ア
ジ
ア
が
17
件
で
最
も
多
く
、
ア
フ

リ
カ
10
件
、
そ
の
他
ア
ジ
ア
の
８
件
が
そ
れ
に
次
ぐ
［
図
１
］。

事
業
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
対
象
国
に
お
け
る
基
礎
教
育

の
現
職
教
員
研
修
に
協
力
す
る
事
業
が
８
件
と
最
も
多
く
、
基
礎
教

育
の
教
科
学
習
に
関
わ
る
事
業
、
高
等
教
育
に
理
工
学
系
で
協
力
す

る
事
業
が
そ
れ
ぞ
れ
７
件
と
な
っ
て
い
る
。
理
工
学
系
の
事
業
に
は
、

対
象
国
の
大
学
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
学
科
や
機
械
工
学
科
設
置
、
実
験
教

育
に
関
す
る
協
力
が
含
ま
れ
る
。
基
礎
教
育
に
関
し
て
は
、
日
本
で

長
年
に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
の
成
長
・
発
達
を

促
す
学
校
保
健
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た

ち
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を

育
む
特
別
活
動
を
海
外
で
実

践
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
し

た
調
査
研
究
事
業
も
実
施
さ

れ
て
い
る
［
図
２
］。
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ニッ
ポ
ン
の
公

日
本
型
教
育
の
海
外
展
開
の
状
況
と

海
外
か
ら
の
ニ
ー
ズ

「
日
本
型
教
育
の
海
外
展
開

（ED
U

-Port

ニ
ッ
ポ
ン
）」事
務
局

［図1］事業対象地域 ※1
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募
事
業
の
特
長
と
し
て
、日
本
型

教
育
を
海
外
に
展
開
す
る
だ
け
で

は
な
く
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
気
付

き
や
経
験
を
国
内
の
教
育
現
場・

関
係
者
に
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
し
、日

本
の
教
育
の
国
際
化
、質
的
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
、い
わ
ば「
双

方
向
の
学
び
」が
強
く
意
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
挙
げ
て
お
き
た
い
。

次
項
で
紹
介
す
る
芝
浦
工
業
大

学
の
取
り
組
み
に
は
、そ
う
し
た
特
長
が
良
く
表
れ
て
い
る
。

産
学
官
で
取
り
組
む
グ
ロ
ー
バ
ルProject Based 

Learning

〜
芝
浦
工
業
大
学
の
東
南
ア
ジ
ア
で
の
活
動

2
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ニ
ッ
ポ
ン
で
は
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
に
、
芝

浦
工
業
大
学
が
実
施
す
る
「
Ｇ
Ｔ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
活
用
し
た

産
学
官
連
携
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project Based Learning

）

の
国
内
外
大
学
で
の
定
着
」
事
業
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し
て
採
択

し
た
。
Ｇ
Ｔ
Ｉ
（G

lobal Technology Initiative

）
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
は
、
芝
浦
工
業
大
学
が
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
12
月
に
立

ち
上
げ
た
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
に
軸
足
を
置
く
産
官
学
連
携
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
で
あ
り
、
後
述
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｐ
Ｂ
Ｌ
、
国
際
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
共
同
研
究
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
国
際
的

な
理
工
系
人
材
の
輩
出
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
２
０
２
４
（
令
和

６
）
年
11
月
現
在
９
カ
国
の
政
府
行
政
機
関
、
47
の
国
内
外
の
大
学
、

１
８
８
の
産
業
界
の
機
関
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

Ｇ
Ｔ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
の
中
核
を
な
す
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｐ

Ｂ
Ｌ
は
、
設
定
さ
れ
た
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
オ
ー
プ
ン
エ
ン

ド
な
能
動
的
学
習
で
あ
る
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
加
盟
す
る
日
本

と
東
南
ア
ジ
ア
の
大
学
の
学
生
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
産
業
現
場
の

課
題
や
各
国
の
環
境
・
防
災
な
ど
を
含
む
社
会
的
課
題
を
取
り
上

げ
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
方
策
を
議
論
し
、
成
果
発
表
を
行
う
。

芝
浦
工
業
大
学
で
は
、
国
外
の
大
学
で
実
施
す
る
派
遣
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
年
間
60
件
程
度
、
国
内
で
実
施
す
る
受
入
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
年
間
30
件
程
度
実
施
し
て
い
る
が
、そ
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
15
件

程
度
が
産
学
官
連
携
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
例

を
紹
介
す
る
と
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
９
月
に
は
芝
浦
工
業

大
学
９
名
、
日
本
大
学
８
名
、
東
京
都
市
大
学
１
名
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ス
ラ
バ
ヤ
工
科
大
学
22
名
の
学
生
が
、
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ

［図2］事業の内容（32事業）
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及
び
そ
の
現
地
法
人
、
ス
ラ
バ
ヤ
市
の
現
地
行
政
機
関
・
企
業
の

協
力
も
得
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
社
会
的
課
題
に
取
り
組
ん

だ
。
芝
浦
工
業
大
学
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
教
員
、
ス
ラ
バ
ヤ
工
科

大
学
教
員
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
現
地
法
人
職
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
下
、
学
生

た
ち
は
10
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
Ｃ
Ｏ
²
、
交
通
、
降
雨
・

水
位
デ
ー
タ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
活
用
、
家
庭
ご
み
、
産
業
廃
棄

物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
関
す
る
最
新
技
術
の
実
現
可
能
性
を
検

討
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
提
案
を
行
っ
た
［
写
真
１
］。

日
本
及
び
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
学
生
は
、

こ
う
し
た
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
個

別
の
専
門
分
野
だ
け
で
な
く
、

分
野
横
断
的
な
知
識
と
ス
キ
ル

を
育
成
で
き
る
。
ま
た
、
語
学

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
ク

リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
、
シ

ス
テ
ム
思
考
、
デ
ジ
タ
ル
リ
テ

ラ
シ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス

キ
ル
の
活
用
が
、
そ
の
向
上
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
理
的
、
文
化
的
、
社
会
的
背
景

の
異
な
る
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
協
働
で
作
業
を
す
る
こ

と
で
、
異
分
野
多
様
性
を
受
容
し
、
異
な
る
文
化
へ
の
共
感
を
深
め

る
。
こ
の
こ
と
は
複
眼
的
な
視
点
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

海
外
か
ら
求
め
ら
れ
る
日
本
の
高
等
教
育
と
は

3海
外
か
ら
求
め
ら
れ
る
日
本
の
高
等
教
育
へ
の
ニ
ー
ズ
、
そ
れ

に
応
え
る
こ
と
で
日
本
側
が
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
有

識
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
し
てED

U
-Port

ニ
ッ
ポ
ン
に
立
ち
上

げ
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
・
北
村

友
人
教
授
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

今
、
海
外
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
自
然
科
学
系
で

あ
れ
ば
工
学
（
都
市
工
学
、
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
な
ど
）、
農
学
、
医
学
、
情
報
科
学
な
ど
、
日
本
が
国
際
競
争

力
を
有
す
る
分
野
の
知
見
で
あ
る
。
文
系
で
あ
れ
ば
経
営
学
、
さ
ら

に
日
本
文
化
（
ア
ニ
メ
、
漫
画
な
ど
を
含
む
）
へ
の
関
心
も
高
い
。

教
授
を
筆
頭
に
ポ
ス
ド
ク
、
大
学
院
生
、
学
部
生
が
チ
ー
ム
と

な
っ
て
研
究
と
教
育
を
一
体
と
し
て
行
う
日
本
の
「
研
究
室
中
心

［写真1］浄水施設の視察
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教
育（Laboratory-Based Education

）」
は
国
際
的
に
見
て

も
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
理
系
文
系
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
部
生
の

う
ち
か
ら
指
導
教
員
と
共
に
研
究
活
動
を
経
験
で
き
る
「
ゼ
ミ
」

も
魅
力
的
な
教
育
ス
タ
イ
ル
と
し
て
映
る
だ
ろ
う
。
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ニ
ッ
ポ
ン
が
重
視
し
て
い
る
日
本
と
海
外
の
「
双
方

向
の
学
び
」
は
高
等
教
育
に
お
い
て
も
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で

課
題
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
気
候
変
動
、
生
物
多
様
性
、
人
権

の
問
題
な
ど
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
国
々
に
と
っ

て
身
近
な
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
研
究
者
や
学
生
は
よ

り
深
い
理
解
と
肌
感
覚
を
有
し
て
い
る
。
日
本
の
研
究
者
、
学
生

は
こ
れ
ら
の
研
究
者
や
学
生
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
適
切
に
現
状

を
把
握
し
原
因
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
日
本
の
強
み
も
生
か
し

た
課
題
解
決
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
芝
浦
工

業
大
学
の
取
り
組
み
は
そ
の
典
型
と
も
言
え
る
。

日
本
の
高
等
教
育
の
海
外
展
開
の
た
め
に

4日
本
の
高
等
教
育
が
よ
り
広
く
海
外
展
開
す
る
た
め
に
は
、
国

際
競
争
力
・
国
際
通
用
性
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
り
、
多
様
な
文

化
や
価
値
観
な
ど
を
持
つ
他
者
と
協
働
し
、
世
界
に
新
た
な
価
値

を
創
出
す
る
人
材
を
輩
出
す
る
教
育
研
究
環
境
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」
で
、
日

本
に
と
り
重
要
な
国
・
地
域
の
大
学
と
の
質
保
証
を
伴
う
国
際
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
・
展
開
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

通
用
性
の
高
い
教
育
の
実
現
や
、
日
本
の
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
「
大
学
の
国

際
化
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
創
出
支
援
事
業
」
を
開
始

し
、
国
内
外
に
お
け
る
多
文
化
共
修
科
目
な
ど
の
開
発
・
実
施
な

ど
の
支
援
を
通
じ
て
、
日
本
人
学
生
と
外
国
人
留
学
生
が
共
に
学

ぶ
多
文
化
共
修
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ED
U

-Port

ニ
ッ
ポ
ン
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
や
関
係
機
関
と

の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
互
い
の
強
み
を
組
み
合
わ
せ
て
、
日
本

の
大
学
が
海
外
の
大
学
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
取
り

組
む
「
協
働
」
を
支
援
し
て
い
く
。

※
１

一
つ
の
事
業
で
二
つ
以
上
の
地
域
を
対
象
と
す
る
場
合
は
各
地
域
で
一
件
ず
つ

カ
ウ
ン
ト
す
る
。
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教
育（Laboratory-Based Education

）」
は
国
際
的
に
見
て

も
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
理
系
文
系
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
部
生
の

う
ち
か
ら
指
導
教
員
と
共
に
研
究
活
動
を
経
験
で
き
る
「
ゼ
ミ
」

も
魅
力
的
な
教
育
ス
タ
イ
ル
と
し
て
映
る
だ
ろ
う
。

ED
U

-Port
ニ
ッ
ポ
ン
が
重
視
し
て
い
る
日
本
と
海
外
の
「
双
方

向
の
学
び
」
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高
等
教
育
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い
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も
、
今
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ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で

課
題
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
気
候
変
動
、
生
物
多
様
性
、
人
権

の
問
題
な
ど
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
国
々
に
と
っ

て
身
近
な
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
研
究
者
や
学
生
は
よ

り
深
い
理
解
と
肌
感
覚
を
有
し
て
い
る
。
日
本
の
研
究
者
、
学
生

は
こ
れ
ら
の
研
究
者
や
学
生
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
適
切
に
現
状

を
把
握
し
原
因
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
日
本
の
強
み
も
生
か
し

た
課
題
解
決
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
芝
浦
工

業
大
学
の
取
り
組
み
は
そ
の
典
型
と
も
言
え
る
。

日
本
の
高
等
教
育
の
海
外
展
開
の
た
め
に

4日
本
の
高
等
教
育
が
よ
り
広
く
海
外
展
開
す
る
た
め
に
は
、
国

際
競
争
力
・
国
際
通
用
性
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
り
、
多
様
な
文

化
や
価
値
観
な
ど
を
持
つ
他
者
と
協
働
し
、
世
界
に
新
た
な
価
値

を
創
出
す
る
人
材
を
輩
出
す
る
教
育
研
究
環
境
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」
で
、
日

本
に
と
り
重
要
な
国
・
地
域
の
大
学
と
の
質
保
証
を
伴
う
国
際
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
・
展
開
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

通
用
性
の
高
い
教
育
の
実
現
や
、
日
本
の
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
「
大
学
の
国

際
化
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
創
出
支
援
事
業
」
を
開
始

し
、
国
内
外
に
お
け
る
多
文
化
共
修
科
目
な
ど
の
開
発
・
実
施
な

ど
の
支
援
を
通
じ
て
、
日
本
人
学
生
と
外
国
人
留
学
生
が
共
に
学

ぶ
多
文
化
共
修
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ED
U

-Port

ニ
ッ
ポ
ン
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
や
関
係
機
関
と

の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
互
い
の
強
み
を
組
み
合
わ
せ
て
、
日
本

の
大
学
が
海
外
の
大
学
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
取
り

組
む
「
協
働
」
を
支
援
し
て
い
く
。

※
１
　
一
つ
の
事
業
で
二
つ
以
上
の
地
域
を
対
象
と
す
る
場
合
は
各
地
域
で
一
件
ず
つ

カ
ウ
ン
ト
す
る
。
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